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１．目的 測定間隔を長くすると COD 濃度が大きくなる。本論では測定期間が任意の暗
渠排水モデルを作って、高濃度の COD が発生するメカニズムを解明する。 
２．現地観測 現地で，2001 年と 2003 年に観測を行った。毎月、暗渠のキャップを開け
た期間と 10 ヶ月以上、暗渠のキャップを閉じていた無排水期間がある。暗渠配水管は７
本あり，No.1 と No.7 では疎水材として籾殻が用いられている。 
３．室内実験 暗渠を模した容器を４つ用意し、疎水剤（籾殻）の流出を防ぐためにガラ

スビーズを下に敷き詰めた。流量や測定間隔がそれぞれ異なった室内実験１から４をおこ

なった。測定一回につき、1200ml の水を籾殻に散布する。（表１参照） 
    表１ 実験１ 実験２ 実験３ 実験４ 

毎日、5分おき 
測定間隔 

に 5回測定 
毎日、1回測定 

1週間、5分おき

に 5回測定 
1週間、1回 

４．水質モデル 試行錯誤の末、測定回数が支配的な重力水に関する項と測定間隔の時間

が支配的な毛管水に関する項に分けた水質モデルを以下のように提示した。 
COD(i)=COD1(i)+COD2(i)…（１）式 
COD(i+1)=α×COD1（i）+β×COD2（i）…（２）式 
COD2（i）= COD1（i）×（１－exp(－γ×Δt)）…（３）式 
COD1（i）：重力水に溶出した COD 成分、COD2（i）：毛管水に溶出した COD 成分 
i：測定回数 α、β、γ：係数、⊿ｔ：測定間隔の時間（month） 

５．結果  各係数（α、β、γ）は表２参照、グラフは図１から６を参照。 
   表２ 実験１ 実験２ 実験３ 実験４ 現地観測 

α 0.09 （0.68） 0.47 （0.84） 0.35 

β 24.16 （0.11） 48.67 （0.11） 161.67 

γ 90.86 （0.12） 1.33 （0.11） 0.0017 

６．考察 水質モデルは実験１から４、現地観測においてすべて適用可能であった（図１

から６を参照）。現地観測の No.1 と No.7 以外（籾殻を疎水剤として使っていない）にも
適用できた（図５、６参照）。COD を COD1と COD2との２つの成分にわけたのが近似で

きた主因であると思う。また、実験１や３、現地観測において極大となる COD は、測定
間隔が長くなったことで多くの溶出が生じ、COD2 の項が大きくなったためだと思う。常

に一定の測定間隔の実験２，４は COD1と COD2の成分に分離せずに近似できる。以上の

ことにより、α、β、γさえ確定できれば COD 濃度変化を予測することも可能となった。
実験１と実験３、実験２と実験４は測定のタイミングに類似性があるのでα、β、γの係

数のうちいくつかは同じになると期待していたが、どのケースも一致しなかったのが残念

である。 
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測定間隔の長さによらず、COD1 は減少するばかりである。しかし、COD2 は測定間隔

が長くなると（３）式から分かるように大きくなる。結果的に、長期の測定間隔後の COD
は COD2の項に支配される。このように、長い測定間隔後に高濃度の COD が発生するメ
カニズムは解釈できると思う。 
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      図１ 実験１              図２ 実験２ 
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図３ 実験３              図４ 実験４ 
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     図５ 現地、実測値          図６ 現地、計算値 
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